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モネと日本浮世絵　　　　　　　　　　　　　L’inspiration　artistique　de理y〃ψ加α∫
田中英道　　　　　　　　　　　　　　de　Monet，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Par　Hidemichi　TANAKA
1・1870年前後のフランスの画家たち　　　　　　　　エミーユ・ギメ、F・ルガメなどの人々である
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この動きがはじまるや，沢山の愛好家たちが従
　およそ百年ほどまえのバリの1画壇は、　・種の　　ったclt
ll本ブームで湧きかえっていた　熱狂が火薬　　　1878年のエルンスト・シュノー氏によって詐
粉にそって燃える炎のごとく，すみやかに全て　　かれたこの記述は、当時のバリの画家たちとそ
のアトリエを制していった一（日本絵画の）構　　の周辺の動きをよく表している，1867年のバリ
図の思いがけなさ，形の科学性，色調の豊かさ、　万国博覧会以後，一・挙に身近かになっ日本美術
絵ll珂的効果の独自性さらにそうした効果を単純　　が、単なるエキゾチシズム以Lの絵画hでの深
な方法によって得ていることに思わず目を見張　　い影響を与・えたことが，この「パリの日本一と題
った，人は高い値段を蒐集した作品につけた　　　されたエッセイから窺い知れるのである　一ロ
今では’r均10サンチームで市場で売っている色　　マンk義一一写実k義一後の美術Lの行きづまり
紙も，かつては2フランから5フランもしてい　　に対し，ちょうど1867年（厳密にいえば1862年
た　人々は新しく到着する作品の情報を知って　　のロンドンの万国博）の万博における浮匿絵や
いる　占い象牙や縞状のエマイユ，陶器や磁器、　日本美術品の進出によ一，て，一つの打開の方向
ブロンズ、漆器，彫木，錦織ノYり布地、刺繍の　　をケえられたのであ・，た　その後セーヴルでジ
ついたサテン，アルバム，版1画本，》玩具など、　　ヤングラーの日本協会が設立され、ザッカリ
店に出たと思われるや，すぐに画家のアトリエ　　ー・アストリュクは66年の「エタンダール」，志
や、文学者たちの陳列室に入っている　それは　　にr一目の出ずる帝IIミLについての一・連の記事を
すでに昌：となった（1867年ハリノ∫博の）あの時　　、1　1；き、ギメをはじめ多くの人々の目本旅行記が
から今目まで、さまざまな人々によって、たちま　　出版され、オヘラ座でもli本バレーが出される
ちにして集められた美しいコレクションによっ　　ほどであった一、それは流行というより熱狂で
て形成されてきた．（それら日本美i術に深い関　　あり、気狂い沙汰でさえあった’といってい
心をもっている人々は）ルーヴル美術館の前の　　る
コンセルヴァテール・ヴィヨ，画家のマネ，ジ　　　画家たちの　驚き，讃嘆，歓宮二があまりに強
エームス・ティソ，ファンタン・ラ・トウーノレ、　くかつ深かったので，それから逃れ出ることは
アルフォンス・ヒノレシュ，ドガ，カロリュス・　　できなかったほどである　彼らはそれに反抗す
デュラン，モネ、版画家ブラックモンやシュー　　ることさえできなかった　そのもたらしたもの
ル・ジャックマール，セーヴルr場のソロン氏，　を知性的に、それぞれの才能を通して確実に創
作家のエドモン、ジュール・ゴンクール兄弟、　　造にひきいれていy－）た　画家たちは日本美術か
シャンフノレリイ，ブイリッフ・ビュルティ，ゾ　　ら，自分らの資質ともっとも近く関連するひめ
ラ、出版者のシャルハンテイエ，実業家のバル　　られた性格を同化していったのである
ベディエンヌ，クリストフル、ブイエ，ファリ　　アルフレッド・スティーヴンス氏の色調の稀有
一 ズ，それに旅行家のチェルヌーシ・デュレ，　　なる繊細さ、ジエームス・ティソ氏のあの美し
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き「テームズ河1畔の散歩」におけるような大胆　　の、1物でまとめられることになる
さや構図の奇抜さ　ホイッスラー氏の彩色の心　　　このように溝淋として湧きEっていた日本美
よい洗練　マネ氏の汚れのない清朗さやエドガ　　術への関心の中にあったフランスの画家たちの
一 ・ホーの「鴉」の挿図のためエッチングにあ　　中で，ひときわ注目に値するのはモネであろう
るような面白い形態精神　モネ氏の全体の印象　　それは単に浮世絵の影響のあらわなあの「べ
を強くするために細部を簡略にしていく方法、　　ル・ジャポネーズ」（着物をきたカミーユk人）
水彩画においてアストリュク氏が示した前景を　　（図4）がモネによって描かれたからではない一
巧妙にあつかうやり方　ドガ氏の群像図におけ　　彼はすでに侶56年ブラックモンが浮世絵の北斎
る写実的な幻想性．コンサート・カフェにおけ　　漫画を注liしていた頃，ル・アーヴルで浮世絵
る驚嘆すべき，光線による刺戟的な効果を与え　　を見ていたという、初期の作品にはその直接の
る配置法　ミケッティ氏の、モノクロームの背　　影響は見出せないが、彼の中に若い時から深く
景に、優雅なシルエットの小像・　　　　　　　　H本美術に対する関わり合いが存在していたこ
　それぞれ影響というよりむしろll副生的な方法　　とが理解できるからである
により自然を見、感じ理解し解釈するための確　　　とくに1883年以後ジウェルニーに移ってから、
認といったものを見出すのである　そこには日　　モネが少しずつ改造しにいった彼の館に明らか
本美術への憶病なる従属と異なった1固性的な独　　に示される　彼の家の食堂には，目本の美術品
創による一つの重なり含いが存在するのである一　のみが飾られていたことは知られているところ
彼らのことを語るのは楽しいことである、わが　　だ由（図5）　・光琳、北斎，広重，歌麿，春信
装飾美術家や1：芸業者たちが，知性的ではない　　（？）（5）の作品が壁・面にはられ、さらに扉にさ
が外IRIの美術や，過去の美術から新しい面をひ　　えもあった　そこには彼自身の作品や他の画家
きだしていることを、これらの人々がよく証明　　たちの油彩画は一枚もなかった一、モネは広重の
しているからであるc2b　　　　　　　　　　　　才能を高く評価していた　多分彼がll本で最初
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　この記lji：は、1878年のバリ万博の際に、1許かれ　　の印象i磯者であったからだろう・毎H食事ど
たものであるが、マネやモネ、ドガなどの実際　　きに，油彩画を忘れて，目本画家たちのデッサ
の作家たちの傾倒ぶりを眼のあたりに見て記述　　ンの単純性や色彩の美しさを賞味し，気持を和
したものと思われ、今日考えらている以Lにフ　　ませていたのではないか　これらの版画は緑色
ランスの画家たちが，ll本美術に関心をも・，て　　の壁のヒに、色彩やニスもぬられていない，単
いたことを推測させる　著1者はさらに万博の力　　純で小さな木枠の中に入れられており，すべて
タログによって日本美術について述べているが，　ひとつずつモネ自身の手によって配置されたも
日本美術をさらに体系的につかもうとする意欲　　のである。彼の好みによって順序や間隔がさだ
にあふれている．その意欲が，同じガゼット・　　められている，さらに、同じような仕方でモネ
デ・ボーザール。志の編集il幹であるルイ・ゴン　　は館の色々な部屋に，数多くの版画をならべて
ス氏によってユ883年に「日本美術一（3）という題　　いたのである〔6）．
3斗
　形や色彩に対して，視覚的に敏感な画家が，　　サインも落款風にヒからドへ描かれている　多
毎日一・定の時川を過すべき食堂に，念入りに飾　　　分広電、ことに一二代広可1：の花や鳥の短冊（図6）
られた日本の）ミ術晶のみを置いていたというこ　　を見たものであろう（‘ハ
とはいかなる意味をもつてあろうか　日本）ミ術　　　この展覧会に出された作品以外にも「エトル
の　趣味の洗練度はつねに私を楽しませ，その　　タの舟　（シカゴ・インスティテユート，1885
審美的規律は良き示唆をケえる　それは陰影を　　年）や、「エトルタの崖一（メトロポリタン美術
つかっでli：物のvri　itl・iをよびおこし，断片によっ　　館、1883年、図9）なども広承：の図（図8）と
てすべてを暗示するσ）　モネはのちにこのよ　　の関連を指摘できるし，一舟遊び一1（国岬塚洋美
うにいっているが・モネの得たものはこうした　　術館・1887年，図22）なども構図的に浮ilil絵か
1；’葉以Lに、彼の画あ《としての内在的なものが　　ら借りていることは充分考えられる　さらに
含まれていたはずである　印象派」のリーダ　　．tアンティーヴ　（コートルド・インスティテユ
ーであったモネが・アデマーノレのいう日本の　　一ト，1882年、図14）の前lr［1に・本の木を描い
一印象i｛義者一一広弔：とlllJに存在する深い関連性　　た海の状景は北斎の構図、とくに一富嶽三卜六
が・このil本のkill！［，Tとモネの芸術の川に存在す　　景　の1一信州一1（図12）や、「ホフラ並木　（テー
るはずなのである　従ってこの食堂の日本絵画　　卜・キャレリー、またはilミ位西洋）瀞1∫館，図16）
から得たものが・部屋から川て外の庭園に続い　　も、北斎の東海道程Lケ谷の松の並木（図15）
ており，あの睡蓮の池にまて及んていたことは　　から着想をえた、ともいえるであろう
疑いを容れない　　　　　　　　　　　　　　　　このようにモチーフや形態が似ている点はよ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くいわれるところであるが、しかし以Lのよう2・モネ゜擁の池の起源　　　　　に触力、の隔㍉をあげたとしても，それだけで
1972年ミュンヘンのオリンヒノクが行われた際，　はモネのli本美術への影響は限られたものとな
西洋と東洋の芸律∫の出合いを示す大掛りな展覧　　る　形のEでの類似だけで，根本的な美意識に
会が開かれた　その美術の部門で目イ泣美術と19　　対する指摘がなけなければ，表面的な関連だけ
川二紀後’トの西洋）ミ術の【対連がとりあげられ（8｝、　　となるからである　しかも彼の代表作である
モネの作品も・6点ほど展示された　i・1として　　「睡蓮の池一のシリーズに対する考察がなければ、
モチーフの共通性から選ばれたもので，まず着　　モネの芸術に対して影響をケえたといい難い
物のiり題から一ベノし・ジャホネーズ．（1876年），　　オランジュリーの名高いr睡連の池一よb卜
橋から「日本の橋一12点（1899？1921）、波か　　数年前の、1900年に、モネはすでに25点の一師
ら一ベル・イル・アン・メールー（1886）、岩か　　蓮・水の風景のシリーズーをデ、、ラン・リュエ
ら　ベル・イル・アン・メールの岩一（1886図　　ル画廊で展示していた　彼はすでにfll鴇《を買い
11）・さらに花のモチーフから短冊塑の一日本　　取り庭に竹やばらなどの1∵il花を植え、エフト川
のユリ　（1883・4・図7）が出品された　とく　　から水をひいて池をつくり、師⊥を浮かべてい
に　li本のユリ」は日本の掛物のように縦長で、　た　さらに池の端に目本風の橋をかけ、竹や柳
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を調和させていた　　　　　　　　　　　　　　　　家を借りた年の出版であるから，参考にするこ
　このような彼の庭園は，あきらかに日本的な　　ともできただろう　睡蓮の池に木舟がゆっくり
庭園からの影響であるといえる　しかし、日本　　と進み，6人ほどの物見客が楽しんでおり、船
の庭師ではなく、彼目身が命じてつくらせたこ　　尾には1人の舟頭が㍍って長い棒で船を動かし
の睡蓮の池と日本のた鼓橋は、具体的にはどん　　ている　このような小舟も、しばしばモネのモ
なイメージが起源として存在するのであろうか　　チーフになっている
　愛蓮の図はもともと11阯紀宋1廉渓などがあつ　　　モネの睡蓮が，西洋絵画の題材できわめて特
かったllI国起源のものであるが、日本の浮li［；絵　　異なのは，このようにそれを日本美術、とくに
でもしばしば取りLげられている　その中で、　　浮世絵から得たからであるが，しかしモネは好
鈴木春信の一風流ノく旺f山一にある僧［］－1遍照の図　　‘1嘱《的な趣味をこえて，池と水蓮と橋のイメー
が注口に値する（10’（図17）　ここにはモネの蓮　　ジへの固訣からより深い絵1面匿界をつくりあげ
池と橋のイメージそのままに、ドに師赴の池、L　　ていった　1890年代は睡蓮と橋のアンサンブノレ
にノく鼓橋があ．，て，そこに二人の1美しいH本　　であったが、1900年代にはすでに水面にうつる
娘　がいる　つまり、従来いわれてきた橋だけ　　光の世界に没入するようになる　そこからさら
でなく，蓬池と橋が・図に描かれ，女の姿も右　　に目本の花烏図襖絵の展がりを思わせるオラン
の方は扇を差しヒげ、ちょうどモネの「ベル・　　ジュリーの大睡蓮図に結品されていくのである
ジャホネーズーの姿を思わせるのである　モネ　　その深化の過程こそモネの独自性があり，また
は春信のものを持一，ていたから、この春信作は　　そこにこそ，日本の浮lll：絵が単なるモチーフを
モネ・睡蓮図のひとつの起源として考えられる　　超えて自然観として影響をケえているはずであ
であろう　さらに春信には一池中蓮を取る二美　　る、
人　（図21）があって，モネの池と小舟の図を
暗．丸ているこうした隙よ一鍾や北髄ど3・モネの自然観
の辻池と橋のある光景ともに、モネの睡蓮の図　　　私たちがモネの画風の変遷を考えるとき、ま
のノくきな発想源とな・，たと思われる　　　　　　　ず驚かされるのは、彼の1860年代の作風と70年
　睡蓮と橋の図は北斎、広屯の江戸の名所図絵　　代の作風との大きな相違である　60年代のモネ
にしばしばト野，不忍池の場lrllとしてあらわさ　　は，66年のサロンのために描かれた「∵1ニヒの昼
れている　池の睡蓮ばかりでなく遠景には弁天　　食E（図1）で代表される　それはマネの一1∵1ニヒ
島に向ってた鼓橋がかかり、ひとつの目本庭園　　の昼食」より自然そのものを写実的にとらえて
の形をつくりあげているのである（図19）、　　　　いるとはいえ，後に見られる対象から独立した
　さらにこのような睡蓮の池図は、IS83年発行　　視覚的世界が存在するわけではない　たとえば
された名高い、ll物、ルイ・ゴンスの一lM本美術一　186011｛　t／｛に撮られたH・P・ロビンソン「郊外の
に挿図として入っている（11）（図23）　これは北　　女とr供たち」（12）（図2）は，題材が同じもの
斎からとったものだが，モネがジヴェノレニーの　　であるが，ここに示されている瞬川的な写実’M三
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は，絵画的にとらえられたといえるとはいえ，　　た想像力が基礎とな一、ている　光そのものが独
写真と異なった雰囲気描写による絵画の自1’t二性　　ft二しているのである　むろんモネの光も、物体
がさほど自覚されていない　　　　　　　　のトン・ローカル（固イ∫色）から離れていると
　それはたとえば同じll景色の、1865年頃の　　はいえ，常に現実の光から出発したものと感じ
「オンフルーノレへの雪の道」と，1875年の　雪　　させる　この点で、モネの風景は広車：，北斎ら
のアルジャントゥーユーの色彩を比べてみると　　の目本絵画の自然描写に深く関連するものを蔵
明確になろう一前者が雪そのものの色　　白色　　しているのである
をつかっているが、後者はすでに’∫の色にオー　　　彼は1871年ロンドンに行・，た年に、オランダ
クルを入れ，雪を包む光と大気の表現に意をそ　　にも行っていたことを見逃すべきではない　彼
そいでいる，つまり即物的な色彩より、それを　　はこの重要な転換期にあた一，て、沢山の浮阯絵
囲む大気の変化が問題なのである　　　　　　　　版（Ililをオランダで購入していた（13）この時期
　有名な「印象・日の出一131q文13）にあるよ　　にターナーだけでなく北斎や広市：を見ていると
うに、1870年代からモネは、夜明け，夕暮、冷　　いう事実は，彼の方法的模索を打り1寸するのにた
気，風，霧などの大気の動きや四季の魅力にき　　きな役割を果したと推測できるのである
わめて敏感になっている．これは60年代の単　　　北斎や広弔：の富［：の図は，同じ・つのlllが，
なる風景描写とは異なっている　赤い『『ひなげ　　構図ばかりでなく色も形もそれぞれ異なった内
Lの一面に1咲き，，ちっている草原には、すでに　　容をもち，そこに自ずと日本的な、自然が刻々
「印象」をつくりあげる視覚的色彩のみが画1自1　　と変化する様rを表現していた　北斎の凱風快
を領しているのである　　　　　　　　　　　　晴の赤富［r、山ド夜雨の黒富lr、水面にうつる
　この変化はハレットの色から，光線の色にな　　甲州三坂の自富1：など　それは版画特有な’r面
い黒や褐色を駆逐し，コバルト・ブルーやウル　　的な色とはいえ、日本画の伝統である大和絵や
トラマリンを川いはじめたことに示される　西　　山水画と同じく大気の微妙な変化を示すぼかし
洋の伝統的な陰影の色彩表現を否定したのであ　　や霞が表現され、山固有のトン・ローカノしは消
る一これについてはよくターナー一一の影響がいわ　　されている　陰影は黒や褐色ではなく，色その
れる一1370年モネは戦乱を避けてロンドンに赴　　もの濃淡によ．，てつけられる　それはすべて画
いたが，そこでみたイギリスの風景画家，こと　　家の視覚的印象によって配列されているのてあ
にターナーの光と大気の衣現が彼に転機をケえ　　る　広垂の東海道／il卜三1夕（の空や水の色を見て
たというのだ一　　　　　　　　　　　　　　　もよい　大気はときに赤く、ときに肖二く、さら
　しかしターナーには根本的には別の自然観が　　に黄色や茶色でふちどられて、白然から発する
ある1，すなわち現実の自然そのものかρ）えたイ　　印象があくまて，口“t二した絵画空間をつくって
メージというより、ひとつの幻想にもとずく　いる一ここに広重を日本の一印象i磯膏　と呼
ロマン派的」自然が存在するのである　彼の　　びうる理山がある
光の表現は，光への瞳れというものに支えられ　　　この日本人の代表的rl然衣現：、上、自然を内部
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から眺める視点によって生れている　自然の刻　　（3）Louis　Gonse，　L’．4γ1ノ‘ψθ〃‘～～∫，　Paris，1883，
々の動きが、ri分らと共にあるという前提によ　　（斗）Jean－Pierre　Hoschede，　C／audeルノonet，　ce　nial
って生れ出たものなのだ　空間に対する恐怖も　　　　cOil171t・Paris，1960・tome　premier，　P・54，　avec
なく，rl然空間そのものが自分らと同じ内部空　　　　la　phot（）’
ll｝Jとひとしい　こうした前提は，　l　i本人にと．，　　（5）Hu「ur°luと，ll：かれているがHarunobuの間
ては不思議はないが、自然は冷厳で，変化は緩　　　　違いであろうn
慢L地は・閉な北フランスで・kきたモネにと　（6）J・－P・　H°schcd6，　lbid・・5斗／芳’樺者一この指
　　　　　　　，，　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘は次文からの引川による一Jean　Adh6mar：・ては汰きな：驚きであ・たに」gいない．燃　　P，、｛face　au　ca，。1。9。。　d。　P。xp。、、，、。。　Hi，。．
は・遠くから一＾腿いて鑑賞さ才1る・という常　　、h、，h。，1。、。－ju、11。，1955，　P。，i、．
・瀞破られているのである　　　　　（7）R．］1。，x，　A4ai”tres　d・hier　et　d・a，of。u“d，hui，
　モネが生涯描きつづけた1唾蓮の池は，まさに、　　　Paris，1914，　p．292．
この自然の内部に入る，という努力で・貫して　　（8）Katalog，1．Ve／t　1｛u／turen　tmd　irL40de〃ne　Kunst，
いる　「1然の微妙な変化が「i分と共にある，と　　　　Austellung　veransta］tct　v。m　Organisati（）ns．
いう意識を保持しつづける　一ルーアンの大芋　　　komitee　fur　die　spiele　der　xx．　Olympiade
院」でさえも、その考え方が貫いている　大芋　　　　MUnchcn　1972，　Entwicklしmg　und　Leitung：
院はまさにトン・ローカルを失なった’富獄図と　　　　Siegf「ied　Wichmann，　MUnchen・
いってもよい　　　　　　　　　　　　　　　（9）Katalo9・Ibid・836
　彼の食堂のli本絵画はむろん単なる日本ブー　　（10）　これらの点について・国、【／1国会図Jl：館の鈴木
ムの産物ではなく，また異国趣味のモチーフの　　　　　弔二三氏の御教示を仰いだ．深く謝意を表する
珍しさから並べられたものではなか．，た．彼は　　　　　次第である　なお池ヒ忠治氏によればモネは
そこにひそんでいる日本人の燃各現を，　19、1H、紀　　妖ノ懸1激師カイユボ・トから1乗松：°造園
，辞まで。＿。。一芸術力・も。てい醐捻慢　　の麟轍え空れ園芸：艦をピていたとい
置き代えるために泌死に獲f鴇うとしたと　繍贈1モネとII本」モネ脚゜7”
いえるのであるそれが彼の1唾∫重の池に具J：！　，1　ft（11）L．　G。。、e，．L，砺。卿～，，　L。p。i。，。，eVIII，
されていくものであ・た拷えられる彼の晩　　H。k。。、ai，　Pa，i、．ユ883．この図の漸はHりjら
年の脳蝋の池と橋は・さながら狂おしいばか　　かにされていなし、
りにその△1憾に酔・だll…致で描かれているよ　（ユ2）M。，ia　e，　G。df，ey　Bl。nd。n，ノ。urnal　de
うに私たちには見えるからである（図18）・　　　　　　／’lmpressionnisme，　Genさve，　P．80　fig．3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）　この図は1973年の日本て開かれた「モネ展」
注　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でで，出、11、1，されたが，煙のたなびく様子や「ラ
（1）　Ernst　Chesneau，1し‘・ノ‘zpoli‘｝／）a　ii　is　，　Gazette　　　　　ヴァクールの日没」（プティ・パレ美術館）の
　　des　Beaux－Arts，1e「Septembr¢1878，　p．387　　　　　　寒i似からい・、ても「【i没図」であろう一
（2）　E．Chesneau，　Ibid．　P．396　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1斗）　J．－P．1－losched6，　Ib｛d．　P，55．
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                                                     --``NYMPHEAS'' de MONET 'i' ''y' ')'ir' -.. i ･.                                       J 't 'i' - '
Olympiques de MU'NICH en 1972. PIus encore
que ``La Belle Japonaise'' (fig. 4), les tableaux repre-
sentant Ia mer, rochers, les arbres, les fleurs refietent
cette affinit6 (fig. 6-16). MONET n'a-t-il pas d partir
de 1890 mode16 sonjardin de Giverny at la japonaise
et orn6 sa salle h manger uniquement de peinture
japonaises: KORIN, HOKUSAI, HIROSHIGE,
HARUNOBU. Cette ambiance annonce d6jh 1'inspi-
ration des ``NYMPHEAS" qui marquent la derni6re
6poque de 1'oeuvre de MONET.
  L'ART JAPONAIS de Louis GONSE, publi6 a
Paris en 1883 est illustr6 d'une estampe de HOKU-
estampe de HARUNOBU (fig. 17) represente des .
i/P･/g/S/hm/".eXSIiCeS}i2･/Pc,iJeqgtg'ga*Piex･i.ijz/ee,i;/gd/:r:･,9,'lgi.f/sil･i,slsig'lg."kec"ff"gellX/iiig.kdi,,,,,.
i:Ngtl/i,g,",/s":,:,11.il"2"'1..':'i,iO'kiPi'g,i,"kliZiCE･El':,tkt;ul"g.Fx'mp-.tw,pa.,,i..-'l.iiiiiWpm-/･lt:'i£-'",,,.iii.,
dans son style des 1870; il fait disparaitre de ses
tableaux les ombres fortes et commence h saisir le (Ii'`'I 1) -E4 -i'ii I'.Y){"'tft. 124×180cm, v;〉
caractere instantan6 de la Nature. Ce changement 7" 7- F'' - JL l' 7-Y - ';(2i'iliftk
nous pensons, est du non seulement ti l'influence de Monet, Le Dofeuner sur l'herbe, Mus6e de 1'Ermi-
I'art de TURNER qu'il a rencontr6 h Londres mais tage, Leningrade.
aussi h celle des estampesjaponaises qu'il a achetees (bxl 2) -N 〉 ;J - . e-f . v e' 〉 Y 〉' !' fi;9F/v) L〈-
en HOLLANDE en 1871. Il a du en apprendre t j'-TJI(-7e: t) , ('fj:,R).
cette r6sonnance entre la perception et la sensation Henry Peach Robinson, Femmes et enfants a /a
chgz I'etre h.umain en face de la nature que sa campa.crne, comprosition photographiquel
peinture expnme dans les scenes des Nymph6as.                                               ([SII 3) E, Z. ill]lj4. ･ HiJ;l: 50×65 ci-i-t, iN TJ ･7
                                                ,Li -e ･,, 5T ). zjll-11･T,Iiifii[t{
                                               A･Ienet, Impression: Soleil couchant, )Ius6e
AIarmottan, Paris.
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　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　卜
多洩ア遮ザ　　　　　・　「・　、　唱
諺赴礁勢　乞：報、＼
　　　　　　｝　帆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．T　：　　　　’　　・老＾“、
騨へ・！’・　．　　　澄拶懸謙レ建，〆〔潮
c‘轟嵐＿藤砂　　＿’・’　・）、　　、　　㌧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド，，・
図5　　　　図6　　　　　　　　　図7
（図8）　広【巨：一一本朝名1肝・相州江ノ）戯1｝害屋の図＿横
ノく判，藤彦板．
Hiroshige，　Ce／～brated　P1‘lces（～ブ．1al）o〃，・Roc々cave　at
βηo∫1～～〃～a　ls／ω～d　il～Sαgoη～i　Proヱゾnce，　Tokyo　Nation－
al　Museum．
（1ツ19）　モネ’エトルタの崖．二　65・5×815cm　ニ
ューヨーク，メトロポリタン美術館
AIIonet，　La　falaise　（＞　Etretat，　The　］／｛【ctropolitan
Museum　of　Art，　New　York．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　q支110）　　＿1ヒ」，〒　一？詫左1羨　亮トノTく封を，　【ilJ・卜1イf珂1三シ乏」　村畦ノく
（図斗）　モネー．ラ・シャボネーズ　231．3×1斗2．3cm，　　・卜1」、西村．栄ノ，堂版
ホスD美術食111　　　　　　　　　　　H。ku・ai，　Thirt｝v－si．v　tlie・v・Of　Mt．　Fliji，　View　b’・’・・l
Nlonet，La　／aponaise，　Museum　of　Fine　Arts，　Boston．　　　κの～々o盟7m　i〃　Kai　I）rol）i〃ce，　Tokyo　National
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Muscum．
（図5）　シヴェルニーV）モネノ）’家ン）食堂とモネ．
La　salle　tl　manger　de　laNIaison　de　MonetきGiverny・　　　qツ111）　モネ「ベル・イル・アン・メール．65×
（photo　de　Clatide．1’lonet，　ce　i〃a／connu，　par　J・－P・　　　81．5　cm、バリ、ジュ・ド・ボム．
1－los　ched6）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］Monet，　La　falaise　de　Be〃e－lle－en－・Wer，　Paris，　Jeu
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　de　Paume．
（図6）　）∠Q［“二、　　ツ芝や￥．」　1い矢硬1｝ll・‘liij
Hiroshige，　Hib｛scus，　Intermediate　tanzaku－ban・　　　　qツ112）　北斎「．富ll；ll罰・ノく景，信州諏訪濁1」・横大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔　　　　．　＿　　　　’岡，　西村永寿堂板
（図7）モネ財ωユリ．一　120×3／cm・テ・フ　H。k。、ai，　T1、而，－six　z・iefvs　o．f　i7Ltlt，　Fuii，　Viezu”　fr・711
ンリ・エノレ゜コレクシ・ン・　　　　　　Lake　Stav。～“Shi“。“。　Pr。，・～“、e，　T。ky。　N・ti・n・l
Monetl　Lys　du　jap（）n・Collection　Durand－Ruc】・　　　Museum．
1）aris．
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図9
蔑繕，　　　　剛峠蟹｝　崩駿臨　　図13
総耀慧　　　　・』　騨
　　　　　　　　　　　　　　ny　　　　　　　　　　　　　’みkil　　　tt雛’“・’・　　’…　　　　　　、．戦
響糠遵．甦・講灘離
灘議鑑璽．朧
購　　　’　　“　　ft1
　　聡　、
　オ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　，　、、　　　　　、婁憲…．・・、　　　　　繍饗・…1難」、ttt’”．．．i』謹鑑き三三．・　　　確耀・鞭襲鱒驚欝
　　　　　　　　　　　　漏亀庫　　　」　1，　　　　i　，ltlL・．：［　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ns　　　　　　　　　’，　ロゐリリニ’；，．；　’：：t－’灘瞬畿錘1圏・軽縫籔灘豊賦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’も　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Net　　’．“s　”　　　　t”t’　「「．　　　　図11　　　　　　　．　．．、、　　　　．．　　　　＿
図10　　　　．．、WW．・・，、1・、、、’：麟　図14
　　　　　　　　　　　疑　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　t’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．’島‘
（図13）　モネr一ボルディゲラ．64．5×81．3cm・
シカゴ，アート・インスティテユート
Monet，130γo「～1ψσo，　The　Art　Institute　of　Chicago．
（図14）　モネーアンティーブ．、　65×92cm、ロン
ドン，コートルド・インスティテユート
：＞lonet，　Antibes，　Cc）urtauld　　Institut　Galleries，
L（）ndon．
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図16
（P～115）　北斎一富1、！lll　1トノく景，　東海道程ケ谷一榿1
ノく判，　西村永ノ’章：IV（
Hokusai，η～〆め1－siv　1・1’ezvsげル！’．　Fi〈ノ～，　Vie・zt’　．f》ro〃l
Hoげogの，a，　T（）kyo　National　Museum．
（図16）　モネ　’陽を浴びるポプラ並イく一　92．5×
73．5cnユ、　味〔JJ〔、　【｝ミi、【／二1八イ避汐）ミ召lf貧官
d’Art　Occidental，　Tokyo．
（1ツ117）　金て｝イくイ舜fll’一1虫1言充／「く尉：f［ll，　イ曽IEj艇貝ll｛
中半1・釦1辛会
Harunobu，F～〃y～’Ro1と～’Kase’ぢ＆～〆o　He’ヴθ，　Nish｛ki－
e，Chu－ban，　Tokyo　Natiorlal　Museum．
（1）；（ll8）　モネ’i唾蓮ノ）池＿　99×93Cm、ロンドン・
ナショナル・ギャレリー
．X　lonet，　ゐ8　bassi〃　au．x’　〃3，〃～ρ1～’α∫，　「rhe　National
Gallery，　London．
（【ツ125）　モネ　日本ノ）橋一90×93．4cm、　ニュー
ヨーク、逗ヱ1竃美林1食【’｛
Morlct，1）o∬ere〃e／apoi～aise，　The　Museum　of
I　lodern　Art，　New　York．
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嚢
羅藩撫．響寮響　　㌻詰ぞ撫蕊1∵1ぐ1
謹鱗籔難馨薮諭　　淫凱．∵諺ぎ饗
図19　、，　　　・輪、図21
　　　　　　　　　，ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・t
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（「ツ1ユ9）　J∠〈IITI：』嵯、〔Tifls手！r再〒，　IJ！」；／ト，忍：1垂1也．．（剖三つ♪）
Hiroshlge，　Cρ／‘め”ated　P1‘～ces　rゾToto，しTρ1～θS／～～〃θ一
～鵬z〃1（）一・ilee，　d6ta｛1　　　　　　　　　　　　　．一一一　．一
（図20）　モネ　ll飛蓮一　200×200　cm，匡i、‘〆1西洋美　　　1
　　　，　　　　　　　．
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判、錦絵
Horizontal　chu－ba1、．
qツ122）　モネ1舟遊び．－1斗5×ユ32cm，匡l　i’．tl［JLi洋
美術館
Monet，　E〃barqug，　Mus6e　Natk）nal　d’Art　Occi－－
dental，　T・ky・．
（［’xl　23）　　ン1ヒノ斎，　｝｛｝1りr｛く1ilJ
Hokusai，　une　estampe　inconnue
（図2斗）　モネーエブト河でのボート遊び一一　133，5
×145cm、サンパウロ美術館
Monet，　En　ca〃ot　sttr　l’E1）te，　Museu　de　Artc　dc　S自o
Paulo．
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